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ゼ リー 液 N 0l ゲ ル 化 剤 種 類 ゲル 成 分 濃 度 (% ) ** 糖 分 濃 度 (% )
1 類 粒 状 ゼ ラ チ ン (*1 1.43 0
2 額 粒 状 ゼ ラ チ ン (*2) 1.43 0
3 板 状 ゼ ラ チ ン (*3) 1.43 0
4 寒 天 系 混 合 粉 末 1 (*4) 0.65 0
5 寒 天 系 混 合 粉 末 1 *4 0.65 20
6 寒 天 系 混 合 粉 末 1 (*4) 0.65 40
7 寒 天 系 混 合 粉 末 1 (*4) 0.65 60
8 寒 天 系 混 合 粉 末 1 (*4) 0.33 5
9 寒 天 系 混 合 粉 末 1 (*4) 0.33 7.5
10 寒 天 系 混 合 粉 末 1 (*4) 0.33 10
1.1 寒 天 系 混 合 粉 末 2 (*5) 0.35 7.5














































ゼ リ ～ 液 N0. 透 明 性 ゲ ル 強 度
1 僅 か に 黄 色 み を 帯 び た
透 明
良 好
2 No.1液 よ り も 黄 色 み を
帯 び た 透 明
良 好
3 No.2液 よ り も や や 強 く
黄 色 み を 帯 び た 透 明
良 好
4 透 明 だ が 多 少 曇 っ て い ゲ ル 化 せ ず
る 辛
5 透 明 だ が 多 少 曇 っ て い や や 柔 ら か
る い
6 透 明 性 が 高 い 多 少 高 い
7 透 明 性 が 高 い か な り 高 い
**
8 透 明 性 が や や 劣 り 、 多
少 曇 っ て い る
良 好
9 透 明 性 が 高 い 良 好
10 透 明 性 が 高 い No.9液 と 比
べ 多 少 高 い
ll 透 明 性 が 劣 り 多 少 奉 っ
て い る
良 好
12 No.10液 と ほ ぼ 同 じ No.10液 と

























































Van Impe, E. 1992: A method for the transporta-
tion, long term preservation and storage of gelati-
nous planktonic organisms. Sci. Mar., 56 (2/3) ,
237-238.
* 〒 654-0073兵庫県神戸市須磨区関守町3-3-10
須磨海浜水族園ボランティア(SAPV)
** 〒 654-0049兵庫県神戸市須磨区若宮町1-3-5
神戸市立須磨海浜水族園
*** 〒 649-2211和歌山県西牟婁郡白浜町臨海
京都大学フィールド科学教育研究
センター瀬戸臨海実験所
26
